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いのちへの共感に満ちたまちづくり
　　　　　講演と津波ヴァイオリンコンサート
　　　　　～Tsunamiヴァイオリンでつなぐ絆～
中澤宗幸さん・きみ子さんは、東日本大震災の津波で流された木材をヴァイオリンとしてよみがえらせ、全国で講演と演奏活動をされている。

このご夫婦を本市に迎え、講演と津波ヴァイオリンコンサートを開催する。

１　日時　　
平成２６年２月２６日（水）午後６時３０分～（開場　午後５時４５分）
２　場所　　
豊岡地区公民館　３階　集会室
３　内容・構成等
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　⑴　講演
　　ア　演題　『Tsunamiヴァイオリンでつなぐ絆』

イ　講師　　ヴァイオリンドクター　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(なかざわ),中澤)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(むね),宗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ゆき),幸)　さん
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　　　〈プロフィール〉
　⑵　ヴァイオリン独奏・（ピアノ伴奏）
　　　奏者　　中澤　きみ子さん
　　　〈プロフィール〉
４　入場料
　　大人１，０００円　　小・中・高校生５００円

５　定員

    １２０人

６　参加申込
　　参加申込みは、電話で豊岡市政策調整課（℡２１－９０２２）に申し込む（１月２０日（月）から受付。土日祝日を除く開庁時間）

　　入場料は、当日受付で、申込みと照し合わせて徴収する。

〔問合せ〕豊岡市政策調整部政策調整課　℡0796-21-9022(直通)
　　　　　　　　　E-mail　seisakuchousei@city.toyooka.lg.jp






資料　４














兵庫県出身。1980年、東京にアトリエ(現：株式会社日本ヴァイオリン)を構える。


2004年、カンヌ芸術祭にヴァイオリンを出品し、コート･ア･デュール賞を受賞。


2012年、東日本大震災による瓦礫からヴァイオリンを製作。鎮魂と記憶に留める運動「千の音色でつなぐ絆」プロジェクトを展開。世界各国の著名な演奏家や博物館等のストラディヴァリウスをはじめとする名器の修復、メンテナンスを手掛ける。











新潟大学を卒業後、ザルツブルグ・モーツァルテウム音楽院にて研鑽を積む。1991年からウィーン室内管弦楽団コンサートマスターのルードヴィッヒ・ミュラーらと「アンサンブル・ウィーン東京」を結成。


2000年、文化庁芸術家海外派遣員としてオーストリア・ウィーンに滞在。


2011年から、「モーツァルト＋1」と題して、毎年モーツァルトの誕生日の1月27日にリサイタルを開催。


近年は、演奏活動のかたわら、国内外における国際ヴァイオリンコンクールの審査員や、国際音楽祭の講師として招聘され、次代を担う若手ヴァイオリニストの育成にも力を入れている。


現在、尚美学園大学及び同大学院客員教授。


使用楽器：ストラディヴァリウス「ダ・ヴィンチ」1714年製（宗次直美氏より貸与）










